
ブラザー＆シスタープログラム 

研修場所を生徒達で決め、生徒たちのプランニング能力・リサーチ能力を磨きます。現地学生との交流で、実

践での英会話力をつけることが出来ます。また、多人種が混同して生活するマレーシアの文化に触れることが

出来ます。 

 

当日の主な流れ  

現地学生のリーダーと日本側班長にてミーティング → 現地学生との対面 →  

各班ごとに自主研修内容や行程などを打ち合わせ → B&Sプログラム開始 → 再集合 

※集合解散は基本ホテルにて行いますが、市外ホテルの場合は、市内中地にて集合解散となります 

 

研修中の移動手段 

公共交通機関を利用し、タクシー利用はお控え頂いております  

 

先生方の待機場所 

解散集合場所又は、チェックポイントを設けて待機 

 

緊急時の連絡方法  

各班についている現地学生の連絡先等は当日添乗員様へお渡し致します 

班毎に携帯電話のレンタルも可能です（スマートホンではありません） 

 

●人気訪問場所 

(ショッピングセンター) TIMES SQUARE タイムズスクエア・ショッピングセンター  

            PAVILLION パビリオン・ショッピングセンター 

(エリア) CHINA TOWN チャイナタウン / CENTRAL MARKET セントラルマーケット 

(観光地) DATARAN MERDEKA  独立広場  /  KL TOWER  KLタワ-  / NATIONAL MOSQUE 国立モスク  

 

●マレーシアで SDGsを学ぼう・考えよう 

KL Forest Eco Park  

  

市内にある、自然保護話に指定された都会の中の小さなジャングル。熱帯雨林の大きな葉の植物など見なが

らトレッキングをする事が可能です。KLタワーも同敷地内にございます。 

 

マレー人街 (TAR通り) 

     
イスラム教向けの袖の長いファッションや、頭に巻くヒジャブなど、モスリム向けのお店が立ち並ぶ通り 

 

 

 



インド人街 (Brick Field) 

  
マレー人街からほど近い場所にあるブリックフィールドは 1本の通りで、インド料理で使われるスパイス、お

供え用の花飾り、そして洋服や雑貨、ヘナタトゥーのお店が立ち並ぶ通りです。 

 

チャイナタウン (China Town) 

  
 

 

●民族・宗教を感じる場所 

マスジッドジャメ (Masjid Jame) 

   

マスジットネガラ (国立モスク) 

  
 

異教徒の方も敷地内に入る事が出来るモスクをご紹介しております。尚、2022年 3月現在はコロナ感染防止対

策として、異教徒のエリア内入場は制限されております。短パンなど肌の露出は禁止されており、マントの貸

し出しもございます。 

 

イスラム博物館 (Islamic Museum) 

  
サウジアラビアのメッカ、インドのタージマハルなど世界各国の有名なモスクの模型が展示されております。 



その外観は非常に美しいイスラム彫刻のステンドガラスがふんだんに使われております。 

 

 

マレーシア国立博物館 (National Museum) 

  
マレーシアの歴史を知るにはここが一番。植民地時代から独立までの流れが説明と共に展示されております。 

 

シティギャラリー (City Gallery) 

   
独立広場にあるシティギャラリーではクアラルンプールの過去・現在・そして未来像が展示されています。 

入口に置かれている I LOVE KLは撮影スポットとして有名です。 

 

●庶民の生活を垣間見る 

市場（市内に複数あります） 

  
南国フルーツや野菜 

 

スーパーマーケット 

参考動画：https://www.smitravel.jp/online-overseastrip-2 

 
 

●Orchid Garden ラン園  

   

 

https://www.smitravel.jp/online-overseastrip-2


●インスタ映えスポット一例 (市内エリア) 

   
リバーシティ               クワイチャイホン              サロマリンクブリッジ 

  
THEリンク KL 

 

交通手段 

MRT 地下鉄 

LRT 鉄道 

MONORAIL モノレール 

GO KL 市内巡回無料バス 

 
 

HIP ON HOP OFF BUS 有料観光地巡回バス 

 
https://myhoponhopoff.com/kl/ 

 

ご提案として 

B&Sプログラム催行後、夕食の後に「報告会」などをされている学校もございます。全校生徒(若しくは各組ご

とで)報告し合うことで、情報の共有や、アウトプットのして自分の言葉で説明するプレゼンテーション能力の

スキルアップにもなります。 

 



 

 

■注意事項: 

~万が一、問題が発生した場合は、現地学生の携帯電話により連絡を入れること 

~必ず班で行動をし、単独行動をしないこと 

~ホテル帰着時間を厳守し、時間を過ぎてしまう場合は、前もって連絡を入れること 

~公共交通機関利用時は、スリ対策に気を使うこと 

~現地学生の案内を聞き、勝手判断、行動は避けること 

~食べ物には十分に注意すること 

~迷子カードを各自携帯すること 

 

B & S 手配会社(PARTIMER EVENTS)    
 

 


